
「
日
奈
久
ま
ち
づ
く
り
羅
針
盤
」

　

近
年
、
日
奈
久
地
域
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
の
変
化
や
近
隣
町
村
に
お

け
る
近
代
的
な
温
泉
施
設
の
新
設
な
ど
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
さ
ら
に
、
温
泉
街
の
衰
退
と

と
も
に
、
日
奈
久
校
区
の
人
口
も
減
少
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

日
奈
久
地
域
活
性
化
検
討
委
員
会
は
、
日
奈
久
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
実
現
可
能

な
具
体
的
な
方
策
を
見
出
し
、
順
次
、
実
施
に
移
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
、

12
回
に
わ
た
る
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

日
奈
久
地
域
活
性
化
検
討
委
員
会
最
終
報
告
書

「
日
奈
久
ま
ち
づ
く
り
羅
針
盤
」

━
歴
史
の
香
り
漂
う
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
━

◎
日
奈
久
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

　

日
奈
久
温
泉
開
湯
６
０
０
年
（
平
成
21

年
）
や
九
州
新
幹
線
全
線
開
業
（
平
成
23

年
頃
）
を
間
近
に
控
え
、
低
迷
す
る
日
奈

久
温
泉
街
を
中
心
と
す
る
当
地
域
を
活
性

化
す
る
た
め
に
は
、
地
域
住
民
自
ら
が
地

域
の
こ
と
を
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
し

な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
日
奈
久
地
域
の
ビ

ジ
ョ
ン
や
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
が
重
要

で
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
住
民
の
共
通
し

た
理
解
を
得
る
こ
と
が
、
活
性
化
へ
向
け

た
取
組
み
の
第
一
歩
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
に
よ

り
「
地
域
住
民
が
、
日
奈
久
の
歴
史
を
重

ん
じ
、
守
る
べ
き
も
の
を
守
り
な
が
ら
、

新
し
い
事
業
や
日
奈
久
地
域
以
外
か
ら
の

人
や
考
え
方
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
考
え
に
立

ち
、
日
奈
久
地
域
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く

り
に
向
け
て
、「
歴
史
の
香
り
漂
う
ま
ち

づ
く
り
」
を
提
案
し
ま
す
。

歴史の香り漂うまちづくり

日奈久地域活性化事業（案）

ソフト事業 ハード事業

－まちづくり連絡協議会（仮称）－
※地元各団体

　日奈久校区

　　総合社会教育推進協議会

　湯の里日奈久振興会

　日奈久温泉旅館組合など

※地元住民

－行政など－
八代市（事業主管課）

肥薩おれんじ鉄道など

取組みイメージ図

連携
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①
お
れ
ん
じ
鉄
道
側
道
整
備
（
短
期
）

　
　

観
光
客
な
ど
が
日
奈
久
温
泉
駅
か
ら

温
泉
街
へ
歩
い
て
い
く
場
合
、
大
型
車

な
ど
の
交
通
量
が
多
い
国
道
３
号
沿
い

を
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
危
険
で
す
。

　

こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
、
日
奈
久
温

泉
駅
か
ら
県
道
田
上
日
奈
久
線
の
踏
切

（
多
々
良
踏
切
）
ま
で
の
線
路
沿
い
（
約

２
４
０
ｍ
）
を
自
歩
道
と
し
て
整
備
を

図
り
ま
す
。

　
　

活
用
案
と
し
て
は
、
人
力
車
や
馬
車

な
ど
を
運
行
す
る
こ
と
で
、
日
奈
久
地

域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
誘
客
に

繋
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
日
奈
久
地
域
活
性
化
事
業(

案)
の
目
標
時
期

　

活
性
化
策
と
し
て
提
案
さ
れ
た
様
々
な

ソ
フ
ト
事
業
お
よ
び
ハ
ー
ド
事
業
の
完
了

目
標
時
期
と
し
て
、
日
奈
久
温
泉
が
発
見

さ
れ
て
か
ら
６
０
０
年
の
節
目
を
迎
え
る

時
期
（
平
成
21
年
）
や
九
州
新
幹
線
全
線

開
業
予
定
時
期
（
平
成
23
年
頃
）
の
事
業

完
了
を
目
指
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

事
業
を
「
短
期
」
の
事
業
と
し
、
そ
れ
以

降
の
事
業
完
了
を
目
指
し
て
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
事
業
を
「
中
長
期
」
の
事
業
と

し
て
、
取
組
む
目
標
時
期
を
明
確
に
し
て

い
ま
す
。

◎
日
奈
久
地
域
活
性
化
事
業(

案)

の
具
体
的
な
取
組
み

《
ハ
ー
ド
事
業
》　

ハ
ー
ド
事
業
の
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
基
本
構
想
お
よ
び
基
本

設
計
の
策
定
段
階
か
ら
管
理
運
営
方
法

の
検
討
ま
で
、「
事
業
主
体
」
と
「
そ

の
施
設
を
活
用
す
る
団
体
」
が
、
互
い

に
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
み
、
優

先
す
べ
き
事
業
に
つ
い
て
は
、
日
奈
久

地
域
の
意
向
や
事
業
主
体
の
財
源
確
保

を
考
慮
し
て
取
捨
選
択
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

②
Ｊ
Ａ
倉
庫
・
織
屋
一
帯
の
整
備
（
短
期
）

ⅰ
）
Ｊ
Ａ
倉
庫
の
整
備

　
　

Ｊ
Ａ
倉
庫
は
、
古
く
は
米
券
倉
庫
と

し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
歴
史
的
に
も

価
値
が
あ
る
も
の
で
す
。

　
　

今
後
は
、
こ
の
歴
史
的
価
値
を
守
り

な
が
ら
活
用
方
法
を
明
確
に
し
た
う
え

で
修
復
・
整
備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　

活
用
案
と
し
て
は
、
展
示
場
、
ギ
ャ

ラ
リ
ー
、
資
料
館
、
物
産
館
、
レ
ス
ト

ラ
ン
、
多
目
的
ホ
ー
ル
な
ど
多
く
の
意

見
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
奈
久
地

域
観
光
の
拠
点
と
し
て
、
織
屋
と
一
体

的
な
利
用
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ⅱ
）
織
屋
の
整
備

　
　

織
屋
は
、
俳
人
種
田
山
頭
火
が
泊

ま
っ
た
宿
と
し
て
、
当
時
の
ま
ま
の
姿

で
残
っ
て
お
り
、
歴
史
的
に
貴
重
な
も

の
で
す
。
国
道
３
号
か
ら
の
入
口
の
整

備
も
含
め
、
Ｊ
Ａ
倉
庫
と
一
体
的
な
保

存
整
備
を
行
い
貴
重
な
観
光
資
源
と
し

て
活
用
を
図
り
ま
す
。

　
　

活
用
案
と
し
て
は
、
種
田
山
頭
火

に
関
す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
「
九
月
は
日

奈
久
で
山
頭
火
」
イ
ベ
ン
ト
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

▲整備イメージ：自転車歩行車道

▲整備イメージ：物産館など
　参照（大分県豊後高田市昭和ロマン蔵）

▶
整
備
イ
メ
ー
ジ
：
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど

　

参
照
（
大
分
県
豊
後
高
田
市
昭
和
ロ
マ
ン
蔵
）
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ⅲ
）
そ
の
他
の
整
備

　
　

Ｊ
Ａ
倉
庫
・
織
屋
一
帯
は
、
日
奈
久

地
域
観
光
の
拠
点
と
し
て
、
駐
車
場
お

よ
び
飲
食
施
設
を
併
設
す
る
形
で
整
備

を
図
り
ま
す
。

　
　

活
用
案
と
し
て
は
、「
九
月
は
日
奈

久
で
山
頭
火
」
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催

す
る
際
の
メ
イ
ン
会
場
や
多
目
的
施
設

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
温
泉
セ
ン
タ
ー
の
核
施
設
化
（
短
期
）

　

温
泉
セ
ン
タ
ー
は
、
日
奈
久
地
域
観
光

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
薩
摩
街
道
と
一
体

的
な
修
景
整
備
の
一
つ
と
し
て
、
現
在
の

場
所
に
昔
の
本
湯
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
建
替

え
、
新
た
に
露
天
風
呂
等
や
駐
車
場
の
整

備
を
行
い
活
用
を
図
り
ま
す
。

　

活
用
案
と
し
て
は
、
各
旅
館
と
温
泉
セ

ン
タ
ー
が
セ
ッ
ト
で
入
浴
で
き
る
よ
う
に

す
る
な
ど
、
連
携
す
る
こ
と
で
観
光
客
な

ど
に
対
す
る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
ソ
フ
ト
事
業
》
ソ
フ
ト
事
業
の
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
地
元
住
民
や
地
元
各
団

体
が
一
体
と
な
っ
て
、
連
携
し
て
取
組

む
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
ま

ず
、
日
奈
久
住
民
が
ど
う
い
う
日
奈
久

に
し
た
い
と
い
う
議
論
を
重
ね
、
そ
の

結
果
に
基
づ
き
、
日
奈
久
地
域
全
体
で

協
力
し
な
が
ら
、
早
急
に
各
事
業
を
実

日奈久港整備 

芦北干拓の土地利用 

温泉センターの核施設化 

JA 倉庫・織屋一帯の整備 

高専住宅跡地整備 

日奈久温泉駅前整備 

日奈久地域活性化事業(案)配置図／ハード事業等 

縦通一帯の整備 

日奈久埋立地の土地利用 

中通一帯の整備 

薩摩街道一帯の整備 

おれんじ鉄道 

側道整備 
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▶
整
備
イ
メ
ー
ジ
：

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
な
ど

参
照
（
玉
名
市
・
高
瀬
蔵
）

▶ 整
備
イ
メ
ー
ジ
：
物
販

施
設
を
併
設
し
た
多
目

的
ホ
ー
ル

参
照
（
玉
名
市
・
高
瀬
蔵
）

▲整備イメージ：昔の本湯を基準にする
　　　　　　　　参照（愛媛県道後温泉）



施
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　

な
お
、
優
先
す
べ
き
事
業
と
し
て
、

す
ぐ
に
で
も
実
施
で
き
る
事
業
が
多
く

あ
る
こ
と
か
ら
、「
事
業
主
体
」
と
「
連

携
す
べ
き
関
係
団
体
」
が
協
力
し
、
順

次
、早
急
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
日
奈
久
地
域
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
検
討
（
短
期
）

　

こ
れ
ま
で
、
ソ
フ
ト
事
業
が
実
施
さ
れ

て
い
な
い
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
日
奈
久

地
域
に
住
民
の
共
通
し
た
理
解
を
得
た
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
が
な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
元
住
民
と
地
元

各
団
体
が
日
奈
久
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど

に
つ
い
て
意
見
交
換
が
で
き
る
場
と
し

て
、「
ま
ち
づ
く
り
連
絡
協
議
会
（
仮
称
）」

を
、
設
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

行
政
も
こ
れ
を
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

②
接
遇
の
改
革
向
上
（
短
期
）

ⅰ
）
商
業
施
設
の
お
も
て
な
し

　
　

来
客
者
の
立
場
に
立
っ
た
サ
ー
ビ

ス
の
徹
底
を
目
指
し
て
、
温
泉
旅
館
や

観
光
施
設
の
接
遇
の
向
上
を
目
的
と
し

て
、
従
業
員
な
ど
の
接
遇
研
修
の
強
化

を
行
い
、
接
客
に
対
す
る
意
識
改
革
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ⅱ
）
日
奈
久
地
域
で
の
お
も
て
な
し

　
　

八
代
地
域
の
観
光
拠
点
と
し
て
、
来

客
者
を
日
奈
久
地
域
全
体
で
も
て
な
す

意
識
を
持
ち
、
ま
た
そ
の
気
持
ち
を
表

す
た
め
に
、
日
奈
久
総
社
教
を
中
心
と

し
た
各
団
体
が
連
携
を
強
化
し
、
挨
拶

運
動
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
、
ク
リ
ー
ン

作
戦
な
ど
を
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

③
イ
ベ
ン
ト
事
業
計
画
（
短
期
）

　

現
在
、
日
奈
久
地
域
で
実
施
さ
れ
て
い

る
「
九
月
は
日
奈
久
で
山
頭
火
」、「
十
五

夜
綱
引
き
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
更
な
る

内
容
の
充
実
や
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

立
案
を
行
い
、
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ

て
取
組
み
、
さ
ら
に
来
客
者
も
参
加
出
来

る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

《
そ
の
他
事
業
》

①
日
奈
久
埋
立
地
の
土
地
利
用
（
短
期
）

　

日
奈
久
埋
立
地
の
土
地
利
用
に
つ
い
て

は
、
イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
に
活
用
で
き

る
広
場
の
整
備
な
ど
、
一
日
中
遊
べ
る
場

所
が
欲
し
い
と
い
う
市
民
の
声
が
あ
り
ま

す
。
一
方
、
埋
立
地
は
企
業
誘
致
や
住
居

用
地
の
確
保
を
目
的
に
造
成
さ
れ
た
経
緯

も
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
埋
立
地
は
日
奈
久

地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
目
的
に
活
用
さ

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
が
直
接
、

何
ら
か
の
施
設
整
備
を
行
う
場
合
、
土
地

の
所
有
者
で
あ
る
八
代
市
土
地
開
発
公
社

か
ら
土
地
を
購
入
し
整
備
す
る
こ
と
に
な

り
、
現
在
の
市
の
財
政
状
況
で
は
厳
し
い

と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。

日奈久まちづくり羅針盤
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こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
十
分
に
議
論

さ
れ
た
住
民
の
総
意
の
も
と
決
定
さ
れ
た

日
奈
久
地
域
の
将
来
像
を
踏
ま
え
た
企
業

の
誘
致
や
施
設
整
備
を
行
い
活
用
を
図
り

ま
す
。

▲第２回割り勘コンサートの模様
　平成 18年２月 18日：金波楼

▲平成 16年度八代観光協会主催の接遇研修会

◎
甦
れ
、
湯
の
ま
ち
日
奈
久
！

　

本
委
員
会
が
、
日
奈
久
地
域
の
活
性

化
を
検
討
す
る
過
程
に
お
い
て
大
き
な

疑
問
と
な
っ
た
の
が
、「
日
奈
久
地
域
の

住
民
は
自
分
達
の
街
を
将
来
ど
う
し
た

い
の
か
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
報
告
書

は
、
日
奈
久
の
住
民
が
自
分
達
の
街
の

将
来
を
検
討
す
る
上
で
の
叩
き
台
と
し

て
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
つ
ま
り
日

奈
久
の
ま
ち
づ
く
り
の
羅
針
盤
と
し
て

活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
ま
と
め
た
も

の
で
す
。

　

日
奈
久
地
域
の
活
性
化
は
、
住
民
が

自
ら
考
え
、
お
互
い
に
協
力
し
活
動
し

て
い
く
こ
と
が
大
前
提
で
あ
り
、
活
性

化
の
第
一
歩
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ

の
前
提
条
件
が
実
行
さ
れ
な
い
限
り
、

行
政
が
事
業
主
体
と
な
り
ハ
ー
ド
事
業

を
実
施
し
て
も
、
日
奈
久
の
活
性
化
に

繋
が
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

本
報
告
書
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
て

い
ま
す
。
ま
た
本
報
告
書
が
必
要
な
人

に
は
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

問
合
せ　

企
画
調
整
課
☎
33
４
１
０
４

　
　
　
　
日
奈
久
出
張
所
☎
38
０
６
１
４


